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コロナ禍で教会に突きつけられた神学的な課題とは何か。
それを検証しつつ、パンデミック収束後の諸教会に向けて、「今までのようにはいかない」現実を見据えて、

新たな可能性の具体案を提示する。
日本クリスチャン・アカデミーとキリスト新聞社による共同大規模アンケートの結果も収録。
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◆オンラインによって拓かれる礼拝の新しい可能性
   ～ 礼拝の共同性と同時性について ～
◆コロナ禍の礼拝体験から 
　～ 何が大切か？  変えてゆくこと、変えられないこと
◆オンライン化で問われた教会の「かたち」を見つめ直して

◆今こそ新たな礼拝論の構築を
   ～礼拝のオンライン配信に関する神学的意味づけ～　
◆オンラインでの信仰教育の可能性
　～オンライン教会学校の配信を通して～
◆「コロナの時」を生き残るキリスト教会

◆共同アンケート調査の結果から
◆オンライン礼拝についての神学的考察
　～アンケートの分析を通して～
◆まとめ
◆共同研究「コロナ後の教会の可能性」
教会・学校実態調査アンケート


